
 

49 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

参
考
資
料 

２－９ 環境に関するアンケート調査 

１ アンケート調査の概要 

（1）アンケート調査の目的 

第二次計画の中間見直しに当たり、環境に関する市民・事業者の意識を把握することを

目的として、環境に係るアンケート調査を実施しました。 

 

（2）アンケート調査の対象者と回収状況 

アンケート調査の対象者は表 2-9-1 に示すとおりであり、16 歳以上の市民及び事業所と

しました。アンケート調査票は令和 3 年 7 月 29 日に郵送し、8 月 23 日までに郵送で回収

されたものを集計しました。 

 

表 2-9-1 アンケート調査票の配布・回収数等 

対象 調査票の配布及び回収方法 
調査票の

配布数 

調査票の

回収数 

調査票の 

回収率 

市民 
住民基本台帳から無作為抽出し、郵送により調査票の

配布・回収を行った。 
2,000 通 786 通 39.3％ 

事業所 

丸亀市内の事業所のうちエコ・リーダーまるがめ及び

エコ・ハートまるがめの登録事業所、省エネ法・温対

法の特定事業者＊及び特定排出者＊、並びに電話帳か

ら無作為抽出した事業所を対象として、郵送により調

査票の配布・回収を行った。 

300 通 162 通 54.0％ 
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（3）アンケート調査の設問の概要 

アンケート調査の設問の概要は、表 2-9-2～表 2-9-4 に示すとおりです。 

 

表2-9-2 市民アンケート調査の設問 

設問番号 設問の概要 

問 1 回答者の属性について 

問 2 住んでいる地区周辺の環境に関する満足度について 

問 3 環境にやさしい行動の実施状況について 

問 4 地域の環境保全活動や環境学習などへの参加経験・今後の参加意向について 

問 5 環境関連の有効な情報発信方法について 

問 6 再生可能エネルギー設備や省エネルギー設備などの導入状況について 

問 7 
丸亀市の環境保全に関する設備などの導入に対する補助金の認知度・活用経験

について 

問 8-1 第二次計画の認知度について 

問 8-2 
第二次計画の認知度向上を図るための手法や、環境にやさしい行動の実践を図

るための手法について 

問 9 丸亀市「ゼロカーボンシティ」宣言の認知度について 

問 10 SDGs の認知度について 

問 11 丸亀市が重点的に今後進めるべき取り組みについて 

問 12 丸亀市の環境保全に関する施策や地域の環境課題などのへの意見・要望 

 

表2-9-3 事業所アンケート調査の設問（1） 

設問番号 設問の概要 

問 1 回答事業所の属性について 

問 2 環境問題を担当する部署等の設置状況について 

問 3 環境保全への取り組み状況について 

問 4 環境保全に取り組む上での課題について 

問 5 
環境マネジメントシステムの認証取得状況や、丸亀市の「環境にやさしい事業

所」への登録状況について 

問 6 環境に配慮した事業活動への取り組み状況について 

問 7 再生可能エネルギー設備や省エネルギー設備などの導入状況について 

問 8 環境関連の有効な情報発信方法について 

問 9-1 第二次計画の認知度について 

問 9-2 
第二次計画の認知度向上を図るための手法や、環境に配慮した事業活動の実践

を図るための手法について 
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表2-9-4 事業所アンケート調査の設問（2） 

設問番号 設問の概要 

問 10 丸亀市「ゼロカーボンシティ」宣言の認知度について 

問 11 事業活動に伴う温室効果ガス排出削減目標の設定状況について 

問 12 脱炭素社会の実現に向けた取り組み意向について 

問 13 SDGs の認知度について 

問 14 経営方針や CSR への SDGs の取り入れ状況について 

問 15 環境保全に取り組んでいくために丸亀市に今後期待する支援等について 

問 16 丸亀市の環境保全に関する施策や地域の環境課題などのへの意見・要望 
 

 

２ アンケート調査の結果概要 

上記の設問のうち、第二次計画の課題や施策に特に関連があると考えられるものの集計結

果を示すと以下のとおりで、市民、事業所の順に、表 2-9-5～表 2-9-19 に記載しました。 

グラフの数字（％）は、各項目を選択した人が全回答者に占める比率です。 

 

表 2-9-5 アンケート調査の結果概要（市民-1） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

回答者の属性

について 

【問 1】 

■回答した市民の 44.0％が男性、54.7％が女性でした。 

■回答した市民の年齢は 60 歳以上が 44.4％を占め、職業は無職が 24.2％で最も多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16～19歳
(26)
3.3%

20～29歳
(43)
5.5%

30～39歳
(102)
13.0%

40～49歳
(121)
15.4%

50～59歳
(136)
17.3%

60～69歳
(175)
22.3%

70歳以上
(174)
22.1%

無回答
(9)
1.1%

n = 786

農林漁業
(22)
2.8% 製造業・

建設業
(113)
14.4%

商業・金融・

サービス業
(147)
18.7%

公務・教育・

団体職員等
(72)
9.2%

学生
(30)
3.8%

家事従事者
(89)
11.3%

無職
(190)
24.2%

その他
(114)
14.5%

無回答
(9)
1.1%

n = 786
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表 2-9-6 アンケート調査の結果概要（市民-2） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

住んでいる地

区周辺の環境

に関する満足

度について 

【問 2】 

■「満足」及び「やや満足」と回答した市民の比率が高かった項目は、「空気のき

れいさ」（71.4％）、「悪臭の少なさ」（69.4％）、「山林や水田等の緑の豊かさ」

（65.0％）等でした。 

■一方、「不満」及び「やや不満」と回答した市民の比率が高かった項目は、「公共

交通の便利さ」（41.8％）、「道路環境の快適さ」（28.4％）、「広場・公園の数や広

さ」（26.6％）等でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境にやさし

い行動の実施

状況について

【問 3】 

■「実施している」及び「時々実施している」と回答した市民の比率が高かった項

目は、以下に示すとおりでした。 

・ごみをきちんと分別して出し、リサイクルに協力している（95.8％） 

・廃食油は排水口に流さないようにしている（94.1％） 

・買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋を購入しないようにしている（92.6％） 

■一方、「今後も実施するつもりはない」と回答した市民の比率が高かった項目は、

以下に示すとおりでした。 

・長距離の移動は、自動車の利用を控え、公共交通機関を利用している（39.6％） 

・コンポスト容器などによる生ごみの堆肥化を行っている（38.3％） 

(265)
33.7%

(247)
31.4%

(207)
26.3%

(182)
23.2%

(209)
26.6%

(166)
21.1%

(112)
14.2%

(87)
11.1%

(91)
11.6%

(87)
11.1%

(84)
10.7%

(75)
9.5%

(55)
7.0%

(66)
8.4%

(63)
8.0%

(54)
6.9%

(27)
3.4%

(26)
3.3%

(296)
37.7%

(299)
38.0%

(304)
38.7%

(305)
38.8%

(265)
33.7%

(271)
34.5%

(277)
35.2%

(255)
32.4%

(235)
29.9%

(231)
29.4%

(195)
24.8%

(181)
23.0%

(167)
21.2%

(145)
18.4%

(137)
17.4%

(122)
15.5%

(86)
10.9%

(78)
9.9%

(175)
22.3%

(157)
20.0%

(204)
26.0%

(180)
22.9%

(163)
20.7%

(215)
27.4%

(277)
35.2%

(237)
30.2%

(223)
28.4%

(362)
46.1%

(287)
36.5%

(309)
39.3%

(472)
60.1%

(380)
48.3%

(385)
49.0%

(273)
34.7%

(521)
66.3%

(511)
65.0%

(25)
3.2%

(55)
7.0%

(49)
6.2%

(79)
10.1%

(103)
13.1%

(89)
11.3%

(81)
10.3%

(154)
19.6%

(158)
20.1%

(74)
9.4%

(138)
17.6%

(153)
19.5%

(64)
8.1%

(140)
17.8%

(140)
17.8%

(199)
25.3%

(109)
13.9%

(109)
13.9%

(14)
1.8%

(18)
2.3%

(12)
1.5%

(29)
3.7%

(34)
4.3%

(34)
4.3%

(27)
3.4%

(43)
5.5%

(65)
8.3%

(22)
2.8%

(71)
9.0%

(55)
7.0%

(21)
2.7%

(46)
5.9%

(48)
6.1%

(130)
16.5%

(36)
4.6%

(48)
6.1%

(11)
1.4%

(10)
1.3%

(10)
1.3%

(11)
1.4%

(12)
1.5%

(11)
1.4%

(12)
1.5%

(10)
1.3%

(14)
1.8%

(10)
1.3%

(11)
1.4%

(13)
1.7%

(7)
0.9%

(9)
1.1%

(13)
1.7%

(8)
1.0%

(7)
0.9%

(14)
1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

空気のきれいさ

悪臭の少なさ

山林や水田等の緑の豊かさ

家庭からのごみの分別や

出し方のマナーの良さ

家のまわりの静かさ

廃棄物の不法投棄の少なさ

地域の景観の美しさ

まちの清潔さ

道路環境の快適さ

歴史的・文化的な雰囲気の良さ

広場・公園の数や広さ

海・川・池などの水のきれいさ

地域の環境保全に関する活動の多さ

動植物とのふれあいの多さ

水辺とのふれあいの多さ

公共交通の便利さ

環境に関する学習の機会や情報の多さ

省エネルギーや再生可能エネルギー

利用の広がり

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答n = 786
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表 2-9-7 アンケート調査の結果概要（市民-3） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

地域の環境保

全活動や環境

学習などへの

参加経験・今後

の参加意向に

ついて 

【問 4】 

■参加経験が「ある」と回答した市民の比率が高かった項目は、「道路や河川、公

園などの清掃活動」（43.5％）、「スーパー等で行っているリサイクル活動」

（40.8％）、「バザーやフリーマーケット」（36.9％）等でした。 

■今後は「参加したい」と回答した市民の比率が高かった項目は、「スーパー等で

行っているリサイクル活動」（38.3％）、「花や木を植える緑化活動」（36.3％）、「道

路や河川、公園などの清掃活動」（36.0％）等でした。 

 

環境関連の有

効な情報発信

方法について 

【問 5】 

■回答した市民の比率が高かった項目は、「広報まるがめ」（79.8％）、「地域の回覧

板」（26.0％）、「ポスターやチラシ」（20.2％）等でした。 

再生可能エネ

ルギー設備や

省エネルギー

設備などの導

入状況につい

て 

【問 6】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「導入している」と回答した市民の比率が高かった項目は、「高効率照明（LED 照

明など）」（63.4％）、「高効率給湯器（エコキュート、エコジョーズなど）」（41.9％）、

「断熱窓（複層ガラス、二重窓など）」（28.0％）等でした。 

■また、「導入予定はないが興味はある」と回答した市民の比率が高かった項目は、

「電気自動車」（51.8％）、「生ごみ処理機（コンポスト容器や電気式生ごみ処理

機など）」（46.2％）、「プラグインハイブリッド自動車＊」（45.4％）等でした。 

 

 

 

(498)
63.4%

(329)
41.9%

(220)
28.0%

(184)
23.4%

(112)
14.2%

(63)
8.0%

(52)
6.6%

(31)
3.9%

(21)
2.7%

(20)
2.5%

(16)
2.0%

(14)
1.8%

(11)
1.4%

(7)
0.9%

(60)
7.6%

(20)
2.5%

(23)
2.9%

(39)
5.0%

(9)
1.1%

(7)
0.9%

(18)
2.3%

(16)
2.0%

(9)
1.1%

(5)
0.6%

(18)
2.3%

(6)
0.8%

(22)
2.8%

(9)
1.1%

(109)
13.9%

(186)
23.7%

(266)
33.8%

(310)
39.4%

(253)
32.2%

(210)
26.7%

(363)
46.2%

(317)
40.3%

(309)
39.3%

(291)
37.0%

(357)
45.4%

(187)
23.8%

(407)
51.8%

(289)
36.8%

(89)
11.3%

(214)
27.2%

(246)
31.3%

(216)
27.5%

(389)
49.5%

(480)
61.1%

(329)
41.9%

(393)
50.0%

(419)
53.3%

(422)
53.7%

(351)
44.7%

(545)
69.3%

(310)
39.4%

(446)
56.7%

(30)
3.8%

(37)
4.7%

(31)
3.9%

(37)
4.7%

(23)
2.9%

(26)
3.3%

(24)
3.1%

(29)
3.7%

(28)
3.6%

(48)
6.1%

(44)
5.6%

(34)
4.3%

(36)
4.6%

(35)
4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高効率照明（LED照明など）

高効率給湯器（エコキュート、

エコジョーズなど）

断熱窓（複層ガラス、二重窓など）

ハイブリッド自動車

太陽光発電設備

太陽熱温水器

生ごみ処理機（コンポスト容器や

電気式生ごみ処理機など）

蓄電池

雨水貯留タンク

ホームエネルギーマネジメントシステム

(HEMS)

プラグインハイブリッド自動車

薪ストーブやペレットストーブ

電気自動車

燃料電池システム

（エネファームなど）

導入している 導入を予定している 導入予定はないが興味はある 導入するつもりはない 無回答n = 786
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表 2-9-8 アンケート調査の結果概要（市民-4） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

丸亀市の環境

保全に関する

設備などの導

入に対する補

助 金 の 認 知

度・活用経験に

ついて 

【問 7】 

■「知っていた」と回答した市民の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでし

た。 

・住宅用太陽光発電システム・蓄電システム設置費補助金（41.2％） 

・生ごみ処理容器又は生ごみ処理機設置補助金（38.9％） 

・合併処理浄化槽設置補助金（37.9％） 

■また、「活用したことがある」と回答した市民の比率が高かった項目は、以下に

示すとおりでした。 

・合併処理浄化槽設置補助金（11.7％） 

・住宅用太陽光発電システム・蓄電システム設置費補助金（8.8％） 

・生ごみ処理容器又は生ごみ処理機設置補助金（4.1％） 

第二次計画の

認知度につい

て 

【問 8-1】 

■「内容を知っている」と回答した市民の比率は 1.0％と低く、「よく知らないが、

聞いたことがある」と回答した市民の比率を合わせても 3 割以下でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二次計画の

認知度向上を

図るための手

法や、環境にや

さしい行動の

実践を図るた

めの手法につ

いて 

【問 8-2】 

 

 

■意見の総数は 262 件で、多かった意見は以下に示すとおりでした。 

・広報まるがめ・SNS＊等の活用や説明会等の開催など、複合的な手法による情報発

信（43 件） 

・広報まるがめを活用した情報発信（39 件） 

・SNS を活用した情報発信（20 件） 

・説明会・イベント等の開催（19 件） 

・インセンティブの付与（18 件） 

・チラシ・パンフレット・ポスター等の作成・配布（18 件） 

・環境学習・教育の推進（18 件） 

・環境情報の充実化（15 件） 

・テレビ・新聞等を活用した情報発信（14 件） 

 

 

 

 

内容を知っている
(8)
1.0%

よく知らないが、

聞いたことがある
(181)
23.0%

聞いたことがないが、

関心がある
(338)
43.0%

聞いたこと

がないし、

関心もない
(238)
30.3%

無回答
(21)
2.7%

n = 786
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表 2-9-9 アンケート調査の結果概要（市民-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

丸亀市「ゼロカ

ーボンシティ」

宣言の認知度

について 

【問 9】 

■「よく知っている」と回答した市民の比率は 4.8％と低く、「よく知らないが、聞

いたことがある」と回答した市民の比率を合わせても 4 割程度でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs の認知度

について 

【問 10】 

■「内容を知っている」と回答した市民の比率は 24.6％で、「内容をよく知らない

が、聞いたことがある」と回答した市民の比率を合わせると 7 割程度でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく知っている

(38)
4.8%

よく知らないが、

聞いたことがある
(290)
36.9%聞いたことがないが、

関心がある
(312)
39.7%

聞いたことがないし、

関心もない
(127)
16.2%

無回答
(19)
2.4%

n = 786

よく知っている
(193)
24.6%

よく知らないが、

聞いたことがある
(332)
42.2%

聞いたことがない

が、関心がある
(114)
14.5%

聞いたことがない

し、関心もない
(126)
16.0%

無回答
(21)
2.7%

n = 786
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表 2-9-10 アンケート調査の結果概要（市民-6） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

丸亀市が重点

的に今後進め

るべき取り組

みについて 

【問 11】 

■回答した市民の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・公共交通機関の利便性向上・利用促進（319 件） 

・空き地や空き家の適正管理（293 件） 

・ごみのポイ捨てや不法投棄の防止対策（262 件） 

・食品ロスの削減（230 件） 

・地球温暖化に伴う気候変動への適応策の検討（214 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(319)
40.6%

(293)
37.3%

(262)
33.3%

(230)
29.3%

(214)
27.2%

(170)
21.6%

(154)
19.6%

(153)
19.5%

(148)
18.8%

(134)
17.0%

(124)
15.8%

(123)
15.6%

(119)
15.1%

(117)
14.9%

(108)
13.7%

(103)
13.1%

(103)
13.1%

(92)
11.7%

(83)
10.6%

(75)
9.5%

(71)
9.0%

(67)
8.5%

(65)
8.3%

(52)
6.6%

(43)
5.5%

(42)
5.3%

(37)
4.7%

(24)
3.1%

(17)
2.2%

(21)
2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通機関の利便性向上・利用促進

空き地や空き家の適正管理

ごみのポイ捨てや不法投棄の防止対策

食品ロスの削減

地球温暖化に伴う気候変動への適応策の検討

地域や学校における環境教育・

環境学習の充実

ごみの減量化の推進

電気自動車や燃料電池自動車などの

次世代自動車の普及促進

ごみの分別の徹底・リサイクルの推進

再生可能エネルギー設備や省エネルギー設備

などの導入に対する補助金制度の拡充

公害防止対策

自然や歴史と調和した

良好なまちなみの保全

海ごみ対策の推進

太陽光・バイオマスなどの

再生可能エネルギーの導入促進

ごみの野外焼却の防止対策

生活排水対策

歴史的・文化的遺産の保全

外来生物の侵入・拡散防止対策

使い捨てプラスチック製品の使用抑制

市内の環境の現状や環境問題

に関する情報発信の拡充

遊休農地の発生防止・解消

有害鳥獣による農作物被害の防止対策

水素などの新エネルギーの導入検討

森林の適正管理

市民・事業者・市民団体などによる

環境保全活動に対する支援や啓発

災害廃棄物の処理体制の構築

希少な野生生物の保護

脱炭素型のライフスタイル・

ビジネススタイルへの転換促進

その他

無回答
n = 786
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表 2-9-11 アンケート調査の結果概要（市民-7） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

丸亀市の環境

保全に関する

施策や地域の

環境課題など

のへの意見・要

望 

【問 12】 

■意見の総数は 209 件で、多かった意見は以下に示すとおりでした。 

・道路環境（27 件） 

・環境学習・教育（15 件） 

・公園・緑地等（14 件） 

・ごみの野外焼却（13 件） 

・ごみの不法投棄・ポイ捨て（12 件） 

・環境情報（12 件） 

 

表 2-9-12 アンケート調査の結果概要（事業所-1） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

回答事業所の

属性 

【問 1】 

■回答した事業所の業種は、建設業が 39.5％、サービス業が 18.5％、製造業が 16.0％

等でした。 

■回答した事業所の従業員数は、10 人未満が 51.2％、10～19 人が 17.9％、20～29

人及び 30～49 人が 9.3％等でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林漁業
(0)
0.0%

建設業
(64)
39.5%

製造業
(26)
16.0%

運輸・通信業
(4)
2.5%

卸売・小売業、

飲食店
(21)
13.0%

金融・保険業
(5)
3.1%

不動産業
(4)
2.5%

サービス業
(30)
18.5%

その他
(8)
4.9%

無回答
(0)
0.0%

n = 162

10人未満
(83)
51.2%

10～19人
(29)
17.9%

20～29人
(15)
9.3%

30～49人
(15)
9.3%

50～99人
(8)
4.9%

100人以上
(12)
7.4%

無回答
(0)
0.0%

n = 162
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表 2-9-13 アンケート調査の結果概要（事業所-2） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

環境問題を担

当する部署等

の設置状況に

ついて 

【問 2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・事業所内に他業務と兼任で環境問題を担当する者がいる（40.7％） 

・担当する部署や担当者を設置する予定はない（34.6％） 

環境保全への

取り組み状況

について 

【問 3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・環境保全は重要であるため、事業活動に支障のない範囲内で最大限取り組んでい

る（48.1％） 

・環境保全は重要であるが、どちらかと言えば事業活動を優先している（23.5％） 

 

 

 

 

 

事業所内に環境

問題を担当する

部署がある
(8)
4.9%

環境問題を担当する部

署はないが、事業所内

に環境問題を担当する

専任者がいる
(11)
6.8%

事業所内に他業

務と兼任で環境問

題を担当する者が

いる
(66)
40.7%

担当する部署や

担当者を今後設

置する予定である
(11)
6.8%

担当する部署や

担当者を設置する

予定はない
(56)
34.6%

その他
(8)
4.9%

無回答
(2)
1.2%

n = 162

環境保全は重要で

あるため、最優先

で取り組んでいる
(15)
9.3%

環境保全は重要で

あるため、事業活

動に支障のない範

囲内で最大限取り

組んでいる
(78)
48.1%

環境保全は重要であ

るが、どちらかと言え

ば事業活動を優先し

ている
(38)
23.5%

環境保全は重要で

あるが、事業活動で

手一杯のため取り組

めていない
(28)
17.3%

環境保全が重要とは

考えていないため、特

に取り組んでいない
(2)
1.2%

無回答
(1)
0.6%

n = 162
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表 2-9-14 アンケート調査の結果概要（事業所-3） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

環境保全に取

り組む上での

課題について

【問 4】 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、「人材の不足」（46.3％）、「環境保全に

関する技術・ノウハウの不足」（42.0％）、「費用の不足」（39.5％）等でした。 

環境マネジメ

ントシステム

の認証取得状

況等について 

【問 5】 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・特に取り組んでいない（38.9％） 

・「エコ・ハートまるがめ」に登録している（31.5％） 

・「ISO14001」の認証取得を行っている（29.0％） 

環境に配慮し

た事業活動へ

の取り組み状

況について 

【問 6】 

 

 

 

 

 

■「取り組んでいる」と回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとお

りでした。 

・電気をこまめに消すなど、節電に努める（90.1％） 

・冷房温度を高め、暖房温度を低めに設定し、省エネルギーに努める（87.7％） 

・事業所内でクールビスやウォームビズを励行する（73.5％） 

■一方、「取り組む予定はない」と回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に

示すとおりでした。 

・専門機関による省エネルギー診断などを受診して、設備改修を行う（54.9％） 

・太陽光発電設備などの再生可能エネルギー設備を導入する（49.4％） 

・雨水貯留タンクなどの設置により、雨水の有効利用に努める（46.9％） 
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表 2-9-15 アンケート調査の結果概要（事業所-4） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

再生可能エネ

ルギー設備や

省エネルギー

設備などの導

入状況につい

て 

【問 7】 

■「導入している」と回答した事業所の比率が高かった項目は、「高効率照明（LED

照明など）」（67.9％）、「ハイブリッド自動車＊」（31.5％）、「断熱窓（複層ガラス、

二重窓など）」（18.5％）等でした。 

■また、「導入予定はないが興味はある」と回答した事業所の比率が高かった項目は、

「電気自動車」（48.1％）、「プラグインハイブリッド自動車」（46.9％）、「蓄電池」

（39.5％）等でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境関連の有

効な情報発信

方法について 

【問 8】 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、「広報まるがめ」（68.5％）、「市ホーム

ページ」（42.0％）、「ポスターやチラシ」（19.1％）等でした。 

 

 

 

 

 

(110)
67.9%

(51)
31.5%

(30)
18.5%

(27)
16.7%

(26)
16.0%

(20)
12.3%

(19)
11.7%

(13)
8.0%

(8)
4.9%

(8)
4.9%

(7)
4.3%

(6)
3.7%

(3)
1.9%

(3)
1.9%

(3)
1.9%

(2)
1.2%

(1)
0.6%

(1)
0.6%

(24)
14.8%

(13)
8.0%

(12)
7.4%

(5)
3.1%

(12)
7.4%

(11)
6.8%

(4)
2.5%

(7)
4.3%

(8)
4.9%

(13)
8.0%

(3)
1.9%

(9)
5.6%

(3)
1.9%

(0)
0.0%

(2)
1.2%

(2)
1.2%

(4)
2.5%

(3)
1.9%

(10)
6.2%

(52)
32.1%

(55)
34.0%

(42)
25.9%

(54)
33.3%

(51)
31.5%

(35)
21.6%

(51)
31.5%

(64)
39.5%

(76)
46.9%

(37)
22.8%

(78)
48.1%

(33)
20.4%

(25)
15.4%

(22)
13.6%

(46)
28.4%

(49)
30.2%

(39)
24.1%

(13)
8.0%

(41)
25.3%

(60)
37.0%

(84)
51.9%

(68)
42.0%

(75)
46.3%

(98)
60.5%

(86)
53.1%

(78)
48.1%

(61)
37.7%

(110)
67.9%

(64)
39.5%

(118)
72.8%

(130)
80.2%

(130)
80.2%

(109)
67.3%

(104)
64.2%

(113)
69.8%

(5)
3.1%

(5)
3.1%

(5)
3.1%

(4)
2.5%

(2)
1.2%

(5)
3.1%

(6)
3.7%

(5)
3.1%

(4)
2.5%

(4)
2.5%

(5)
3.1%

(5)
3.1%

(5)
3.1%

(4)
2.5%

(5)
3.1%

(3)
1.9%

(4)
2.5%

(6)
3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高効率照明（LED照明など）

ハイブリッド自動車

断熱窓（複層ガラス、二重窓など）

高効率給湯器（エコキュート、

エコジョーズなど）

太陽光発電設備

高効率空調システム

デマンド監視装置

雨水貯留タンク

蓄電池

プラグインハイブリッド自動車

高効率ボイラー

電気自動車

バイオマス発電・熱利用設備

薪ストーブやペレットストーブ

小水力発電設備

太陽熱温水器

燃料電池システム

（エネファームなど）

ビルエネルギーマネジメントシステム

（BEMS）

導入している 導入を予定している 導入予定はないが興味はある 導入するつもりはない 無回答n = 162
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表 2-9-16 アンケート調査の結果概要（事業所-5） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

第二次計画の

認知度につい

て 

【問 9-1】 

■「内容を知っている」と回答した事業所の比率は 7.4％と低く、「よく知らないが、

聞いたことがある」と回答した事業所の比率を合わせても 5 割程度でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二次計画の

認知度向上を

図るための手

法や、環境に

配慮した事業

活動の実践を

図るための手

法 に つ い て

【問 9-2】 

■意見の総数は 43 件で、多かった意見は以下に示すとおりでした。 

・広報まるがめ・SNS 等の活用やパンフレット等の作成・配布など、複合的な手法

による情報発信（16 件） 

・説明会等の開催（7 件） 

・補助金や入札優遇など、インセンティブの付与（6 件） 

 

丸亀市「ゼロ

カーボンシテ

ィ」宣言の認

知度について 

【問 10】 

■「よく知っている」と回答した事業所の比率は 13.0％と低く、「よく知らないが、

聞いたことがある」と回答した事業所の比率を合わせても 5 割程度でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を知って

いる
(12)
7.4%

よく知らないが、

聞いたことがある
(70)
43.2%

聞いたことが

ないが、関心

がある
(61)
37.7%

聞いたことが

ないし、関心も

ない
(15)
9.3%

無回答
(4)
2.5%

n = 162

よく知っている
(21)
13.0%

よく知らないが、

聞いたことがある
(65)
40.1%

聞いたことが

ないが、関心

がある
(59)
36.4%

聞いたことがないし、

関心もない
(13)
8.0%

無回答
(4)
2.5%

n = 162
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表 2-9-17 アンケート調査の結果概要（事業所-6） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

事業活動に伴

う温室効果ガ

ス排出削減目

標の設定状況

について 

【問 11】 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・設定するかどうか今後検討する（36.4％） 

・設定する予定はない（30.9％） 

・設定している（19.1％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱炭素社会の

実現に向けた

取り組み意向

について 

【問 12】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・事業活動に支障のない範囲内で最大限取り組んでいきたい（38.9％） 

・取り組むかどうか今後検討していきたい（24.7％） 

・取り組んでいきたいが、何をすべきか分からない（14.8％） 

 

 

 

 

 

設定している
(31)
19.1%

今後設定する

予定がある
(15)
9.3%

設定するかどうか

今後検討する
(59)
36.4%

設定する予定は

ない
(50)
30.9%

無回答
(7)
4.3%

n = 162

最優先で取り組

んでいきたい
(6)
3.7%

事業活動に支障

のない範囲内で

最大限取り組ん

でいきたい
(63)
38.9%

取り組んでいきたいが、何を

すべきか分からない
(24)
14.8%

取り組んでいきたいが、

費用や人手がかかるこ

とから取り組めない
(15)
9.3%

取り組むかどうか今後

検討していきたい
(40)
24.7%

取り組む必要は

ない
(7)
4.3%

無回答
(7)
4.3%

n = 162
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表 2-9-18 アンケート調査の結果概要（事業所-7） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

SDGs の認知度

について 

【問 13】 

■「よく知っている」と回答した事業所の比率は 47.5％で、「よく知らないが、聞

いたことがある」と回答した事業所の比率を合わせると 8 割程度でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経 営 方 針 や

CSR への SDGs

の取り入れ状

況について 

【問 14】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・取り入れるかどうか今後検討する（46.3％） 

・取り入れている（24.1％） 

・取り入れる予定はない（14.8％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく知っている
(77)
47.5%

よく知らないが、

聞いたことがある
(56)
34.6%

聞いたことがない

が、関心がある
(17)
10.5%

聞いたことがない

し、関心もない
(9)
5.6%

無回答
(3)
1.9%

n = 162

取り入れている
(39)
24.1%

今後取り入れる

予定がある
(21)
13.0%

取り入れるかどうか

今後検討する
(75)
46.3%

取り入れる予定

はない
(24)
14.8%

無回答
(3)
1.9%

n = 162
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表 2-9-19 アンケート調査の結果概要（事業所-8） 

設問の内容 集計結果の概要・抜粋 

環境保全に取

り組んでいく

ために丸亀市

に今後期待す

る支援等につ

いて 

【問 15】 

■回答した事業所の比率が高かった項目は、以下に示すとおりでした。 

・環境保全のための設備投資に対する助成制度の充実（55.6％） 

・環境保全に関する情報発信の充実（46.3％） 

・他事業者での先駆的な取り組み事例の紹介（38.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

丸亀市の環境

保全に関する

施策や地域の

環境課題など

のへの意見・

要望 

【問 16】 

■意見の総数は 15 件で、多かった意見は以下に示すとおりでした。 

・公共施設での率先的な取り組みの推進（3 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(90)
55.6%

(75)
46.3%

(62)
38.3%

(46)
28.4%

(42)
25.9%

(34)
21.0%

(23)
14.2%

(22)
13.6%

(10)
6.2%

(0)
0.0%

(4)
2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

環境保全のための設備投資に

対する助成制度の充実

環境保全に関する情報発信の充実

他事業者での先駆的な取り組み事例の紹介

市有施設での率先した環境保全対策の実施

及びその効果の情報提供

丸亀市や市民・他事業者と連携して

環境保全に取り組むための仕組みづくり

事業者対象の環境保全に関する

技術指導や講習会などの開催

環境保全対策を手助けする人材の紹介や

派遣、ノウハウの提供

環境保全に取り組むための相談窓口の設置

特にない

その他

無回答
n = 162
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２－10 環境の課題 

１ 自然環境 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「山林や水田等の緑の豊かさ」では「満足」及び「や

や満足」と回答した市民の比率は高くなっています。市内の豊かな森林を市民共有の財産

として次世代に継承するため、適正な管理を推進し、水源かん養機能、生物多様性保全機

能、地球環境保全機能、土砂災害防止機能等の森林が有する多面的機能の維持・発揮を図

っていく必要があります。 

 市内の経営耕地面積は減少傾向で推移していることから、農地パトロール等の実施による

耕作放棄地＊の実態把握及び発生防止・解消に努めていく必要があります。 

 市内ではオオキンケイギクやセアカゴケグモ等の特定外来生物＊の生息・生育が確認され

ていることから、市民への特定外来生物の特徴や駆除方法等について情報発信を行うこと

で、被害の拡大防止に努めていく必要があります。また、香川県や周辺自治体と連携して、

新たな特定外来生物の侵入防止に向けた対策を推進していく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「動植物とのふれあいの多さ」では「満足」及び「や

や満足」と回答した市民の比率は低くなっているため、ふれあい環境探検隊など、市民が

自然とふれあえる場や機会の拡充を図っていく必要があります。 

 

２ 生活環境 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「海・川・池などの水のきれいさ」では「満足」及

び「やや満足」と回答した市民の比率は低くなっています。また、海域の COD 及び河川の

BOD ともに環境基準を超過している測定地点がみられることから、モニタリング調査を継

続するとともに、下水道への早期接続や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換の促

進など、生活排水処理対策のさらなる推進を図っていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「空気のきれいさ」では「満足」及び「やや満足」

と回答した市民の比率は最も高くなっています。一方、光化学オキシダントは県内の他局

と同様に環境基準を超過していることから、モニタリング調査を継続するとともに、光化

学オキシダント注意報等の発令時には市民への迅速な情報発信を行うことで、健康被害の

発生防止に努めていく必要があります。 

 自動車騒音が環境基準を超過している測定地点がみられることから、モニタリング調査を

継続するとともに、道路管理者と連携して今後の対策を検討していく必要があります。 
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３ 資源の循環 

（1）4R＊の推進 

 市民 1 人 1 日当たりのごみ排出量は、全国平均値を下回っていますが、香川県平均値を上

回っていることから、ごみになるものを断る（リフューズ＊）、ごみの発生抑制（リデュー

ス＊）、再使用（リユース＊）に継続して取り組んでいく必要があります。 

 リサイクル率は、全国平均値及び香川県平均値を下回っています。アンケート調査（表

2-9-6）をみると、「ごみをきちんと分別して出し、リサイクルに協力している」では「実

施している」及び「時々実施している」と回答した市民の比率は最も高くなっていますが、

ごみの分別方法やごみ出しルール等をより分かりやすく情報発信していくことで市民の

分別意識の向上を図り、さらなる分別の徹底を促していく必要があります。 

 アンケート調査（2-9-10）をみると、丸亀市が重点的に今後進めるべき取り組みとして「食

品ロスの削減」と回答した市民の比率は高くなっていることから、生ごみの 3 きり運動（使

いきり・食べきり・水きり）の徹底やフードドライブ活動＊等への協力による食品ロスの

削減を広く呼びかけることで、さらなるごみ減量につなげていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋を購入し

ないようにしている」では「実施している」及び「時々実施している」と回答した市民の

比率は高くなっています。レジ袋の有料化を契機として、海洋プラスチックごみ問題につ

いての意識啓発を図るとともに、マイバッグやマイボトルのさらなる使用を促すなど、ワ

ンウェイプラスチックを使用しないライフスタイルへの転換を図っていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-7）をみると、「生ごみ処理機（コンポスト容器や電気式生ごみ処

理機など）」では「導入している」と回答した市民の比率は低くなっていますが、「導入予

定はないが興味はある」と回答した市民の比率は高くなっていることから、助成制度等に

ついての情報発信を行っていく必要があります。 

 市民のリサイクル意識の低下につながる資源ごみの持ち去りを防止するため、監視体制の

強化を図っていく必要があります。 

 

（２）ごみの適正処理の推進 

 アンケート調査（表 2-9-10）をみると、丸亀市が重点的に今後進めるべき取り組みとして

「ごみのポイ捨てや不法投棄の防止対策」と回答した市民の比率は高くなっていることか

ら、監視体制の強化等によって、ごみのポイ捨てや不法投棄されにくい環境づくりを推進

していく必要があります。また、ごみのポイ捨てや不法投棄の禁止に関する意識啓発に努

め、市民のマナーやモラルの向上を図っていく必要があります。 

 今後、さらに進行していく少子高齢化に対応していくため、現在のふれあい戸別収集＊の

拡充など、高齢になっても誰もが安心してごみ出しができる仕組みづくりを推進していく

必要があります。 

 大規模災害の発生に備えて、災害廃棄物を適正かつ円滑・迅速に処理できる体制づくりを 

推進していく必要があります。 
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４ 地球環境 

（１）地球温暖化対策（緩和策）の推進 

 丸亀市の事務及び事業における温室効果ガス排出量は減少傾向で推移していますが、公共

施設におけるエネルギー消費量のさらなる削減に向けて、再生可能エネルギー設備や省エ

ネルギー設備等の導入・更新を率先的に推進していくとともに、職員全員が日常的に省エ

ネ行動に取り組んでいく必要があります。また、2050 年までに温室効果ガスの総排出量を

実質ゼロにする脱炭素社会の実現に向けて、これまで低炭素社会＊の構築のために推進し

てきた各種取り組みを一層強化するとともに、今後開発される新技術や水素等の次世代エ

ネルギーの動向を注視しつつ、調査・研究を行っていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-9・2-9-16）をみると、丸亀市「ゼロカーボンシティ」宣言を「よ

く知っている」と回答した比率は、市民で 1 割以下、事業者で 2 割以下となっていること

から、内容の周知・啓発を図っていくとともに、「COOL CHOICE＊」の普及促進により脱炭

素型のライフスタイル・ビジネススタイルへの転換を図っていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-7・2-9-15）をみると、再生可能エネルギー設備や省エネルギー

整備などを「導入している」と回答した市民・事業者の比率は、「高効率照明（LED 照明な

ど）」を除く全項目で 5 割以下となっています。一方、「電気自動車」、「プラグインハイブ

リッド自動車」、「蓄電池」などについては、「導入予定はないが興味はある」と回答した

市民・事業者の比率は高くなっていることから、導入効果や活用できる助成制度等につい

て情報発信を行うことで導入を促していく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-19）をみると、丸亀市に今後期待する支援等として「環境保全の

ための設備投資に対する助成制度の充実」と回答した事業者の比率は最も高くなっている

ことから、助成制度の創設や活用できる助成制度等についての情報発信など、支援体制の

強化を図っていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「公共交通の便利さ」では「満足」及び「やや満足」

と回答した市民の比率は低くなっています。また、アンケート調査（表 2-9-10）をみると、

丸亀市が重点的に今後進めるべき取り組みとして「公共交通機関の利便性向上・利用促進」

と回答した市民の比率は最も高くなっていることから、利便性の向上に努めるとともに、

持続可能な公共交通体系を構築していくことで、利用者の増加を図っていく必要がありま

す。 

 

（２）地球温暖化対策（適応策）の推進 

 アンケート調査（表 2-9-10）をみると、丸亀市が重点的に今後進めるべき取り組みとして

「地球温暖化に伴う気候変動への適応策の検討」と回答した市民の比率は高くなっている

ことから、温室効果ガスの排出を抑制する緩和策に加えて、気温上昇による大雨や短時間

強雨の強度・頻度の増加、熱中症リスクの増加など、気候変動の影響に備える適応策を検

討していく必要があります。 
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５ 歴史文化環境及び都市環境 

 市内には多くの重要な文化財や優れた景観資源等が存在することから、適正な保全・管理

及びその活用を推進するとともに、市内外にその価値や魅力について情報発信を行ってい

く必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-10）をみると、丸亀市が重点的に今後進めるべき取り組みとして

「空き地や空き家の適正管理」と回答した市民の比率は高くなっていることから、周辺環

境に悪影響を及ぼすおそれがある空き地や空き家の適正な管理、利活用による発生抑制を

促すための取り組みを推進していく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「広場・公園の数や広さ」では「満足」及び「やや

満足」と回答した市民の比率は低くなっていることから、公園や緑地の計画的な整備・維

持管理を推進し、うるおいと安らぎの空間としての機能や防災力の向上を図っていく必要

があります。 

 

６ 環境教育及び環境保全活動 

 アンケート調査（表 2-9-6）をみると、「環境に関する学習の機会や情報の多さ」では「満

足」及び「やや満足」と回答した市民の比率は低くなっています。また、アンケート調査

（表 2-9-10）をみると、丸亀市が重点的に今後進めるべき取り組みとして「地域や学校に

おける環境教育・環境学習の充実」と回答した市民の比率は高くなっていることから、次

世代を担う子どもたちをはじめとする幅広い世代を対象とした環境学習の機会や環境情

報の充実を図っていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-7）をみると、地域の環境保全活動や環境学習などに参加経験が

あると回答した市民の比率は全項目で 5 割以下となっていますが、今後の参加意向を持っ

ている項目も多く見られることから、参加する契機となる機会の創出や情報発信を行って

いく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-8・2-9-16）をみると、丸亀市第二次環境基本計画の「内容を知

っている」と回答した市民・事業者の比率はともに 1 割以下となっています。市民一人ひ

とりが環境基本計画を知り、趣旨や内容を理解することが、環境保全に向けた取り組みの

第一歩として必要不可欠であることから、広報まるがめ・SNS 等の活用や説明会等の開催

などの複合的な手法による情報発信を行っていく必要があります。 

 アンケート調査（表 2-9-9・2-9-18）をみると、SDGs を「よく知っている」と回答した比

率は、市民で 3 割以下、事業者で 5 割以下となっていることから、市民一人ひとりが SDGs

を理解・認識して行動を実践するよう、内容の周知・啓発を図っていく必要があります。 


